
    開催日時 平成29年9月3日（日）10時00分〜12時00分 

     開催場所 日野中央公園（港南区日野中央二丁目2番） 

危機管理室緊急対策課 

平成29年度 
横浜市総合防災訓練実施結果 

（第38回 九都県市合同防災訓練横浜市会場） 



横浜市総合防災訓練 

事 項            内     容 

1 訓練の目的 

市民、町の防災組織、事業所、防災ボランティア、防災関係機関の連携の強化
と市民の防災意識の向上を図ることを目的として実践的な訓練を実施した。 
 
【基本方針】 
 ○ 地域における多様な主体が自発的に行う防災訓練 
 ○ 自衛隊、警察、消防、医療機関、事業所等が相互に連携した訓練の実施 
 ○ 自助・共助を高める体験型訓練 

2 訓 練 実 施 
年 月 日 平成29年9月3日（日）10時00分から12時00分まで 

3 場 所 
(1) 日野中央公園（港南区日野中央二丁目2番） 
(2) 横浜市立日野中央特別支援学校（港南区日野中央二丁目25番2号） 
(3) 神奈川県立横浜南陵高等学校（港南区日野中央二丁目26番1号） 
(4) 港南区地域防災拠点（日下小学校、野庭中学校、芹が谷中学校） 

4 想 定 し た 
災 害 概 要 

相模湾を震源とするマグニチュード8.1市内最大震度7の地震が発生したことを想定し、市
内では家屋の倒壊や道路の損壊をはじめてとして電気、ガス、水道などのライフラインに甚
大な被害が発生、住宅街では木造家屋を中心とする火災が発生し、負傷者が多数いる。 

5 規 模 参加機関（団体）６９機関   参加人員 1,946名 

6 訓 練 項 目 

第
１
ス
テ
ー
ジ 

１  シェイクアウト訓練 
２  避難、救出救護訓練 
３ 初期消火訓練 
４ 地域防災拠点開設訓練 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

５  緊急交通路確保訓練 
６  道路啓開訓練 
７  ライフライン復旧訓練 
８  応急危険度判定訓練 
９  救援物資輸送訓練 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

10 情報収集伝達訓練 
11 救出・救助訓練 
12 医療救護訓練 
13 火災防御訓練 

７ 展示・体験 
展
示
ブ
ー
ス 

○ 市民啓発・展示ブース（14ブース）（指定公共機関など防災関係機関 
  による各種展示） 
○ 市民体験型訓練（５ブース）（初期消火、AED、煙体験、下水直結式仮 
  設トイレ、移動式炊飯器、ガス式発電機） 



横浜市総合防災訓練 

 

 

 

訓
練
会
場
の
設
営 

実 施 内 容 

訓
練
会
場
全
体 

倒
壊
建
物
（
ビ
ル
型
） 

来賓視察テント 

一般市民テント 

展
示
・体
験
エ
リ
ア 

訓練施設 

訓練本部 

模擬倒壊建物 

来賓視察テント 

一般市民テント 

コンクリートパネル 
防炎処理を施したBOX 

倒
壊
建
物
（
住
宅
） 

がれきに埋もれた車両 

倒壊家屋１階建て① 
倒壊家屋１階建て② 

倒壊家屋２階建て 
北 方 面 か ら 撮 影 

西 方 面 か ら 撮 影 



横浜市総合防災訓練 

 

 

 

訓

練

会

場

の

設

営 

実 施 内 容 

来
賓
視
察
テ
ン
ト 

来賓視察者テント 
一 般 市 民 テ ン ト 

来賓視察者テント設営状況 

展
示
体
験
テ
ン
ト 

市民体験型エリア 展 示 エ リ ア 

そ

の

他 

訓練参加者テント 
救 援 物 資 受 入 会 場 
（日野中央高等特別支援学校多目的教室） 

救 護 所 ・ 控 室 航 空 救 助 訓 練 会 場 
（県立横浜南陵高等学校屋上） 



広 報 活 動 

横浜市総合防災訓練 

九都県市合同 ポ ス タ ー 

表 面 

広報媒体 作成 対象 
九都県市合同ポスター 九 都 県 市 事 務 局 作 成    ３３５枚 
横浜市（港南区版）ポスター 日野中央高等特別支援学校作成 １３５０枚 
やさしい日本語ポスター 市民局広報課、国際交流協会協力   １００枚 
うちわ型リーフレット 横 浜 市 危 機 管 理 室 １０００枚 

横浜市（港南区版）ポスター 

やさしい日本語ポスター う ち わ 型 リ ー フ レ ッ ト 

裏 面 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【カテゴリ：商品、人物の説明】実施事項の細目や反響、完成した商品といった事例の報告に適したスライドです。四つの事例が報告できます。



報道取材（訓練当日） 
横浜市総合防災訓練 

神奈川新聞（ 9月 4日）提供 

朝日新聞（9月4日）提供 

会社名 会社名 

１ 朝日新聞社 ６ 日刊建設工業新聞 

２ 神奈川新聞社 ７ 日刊建設産業新聞社 

３ 日刊建設新聞社 ８ J:COM 

４ 日本工業経済新聞社 

５ 二輪車新聞社 

日刊建設工業新聞（9月5日）提供 

日刊建設通信新聞（9月5日）提供 

新聞記事スクラップ① 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【カテゴリ：商品、人物の説明】実施事項の細目や反響、完成した商品といった事例の報告に適したスライドです。四つの事例が報告できます。



新聞記事スクラップ② 

横浜市総合防災訓練 

日刊建設産業新聞（9月6日）提供 

二輪車新聞（9月15日）提供 

日本工業経済新聞（9月６日）提供 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【カテゴリ：商品、人物の説明】実施事項の細目や反響、完成した商品といった事例の報告に適したスライドです。四つの事例が報告できます。



横浜市総合防災訓練 
横浜市総合防災訓練参加者数  

種     別 団 体 名  人 数 

地 域 住 民 
日野連合町内会、日野第一連合町内会、地域防災拠点運営委員会（芹が谷中、
日下小、野庭中）、港南消防団、港南区障害者団体連絡会 
多機能型事務所ジャンプ、日野中央高等特別支援学校、県立横浜南陵高校 

600 

行 政 機 関 陸自第31普通科連隊、横浜海上保安部、神奈川県、神奈川県警察本部 
港南警察署、神奈川県警察第一機動隊 83 

指 定 公 共 機 関 
東京ガス㈱横浜支店、東電パワーグリッド㈱神奈川総支社、東日本電信電話㈱神
奈川事業所、NTTドコモ神奈川支店、ソフトバンク㈱、KDDI㈱南関東総支社 
日本赤十字社神奈川県支部、日本通運㈱横浜支店 

47 

指 定 地 方 公 共 機 関 横浜市医師会、神奈川県トラック協会 ４ 

協 定 締 結 機 関 等 

横浜建設業協会、神奈川県建設業協会横浜支部、神奈川県建設重機協同組合
赤帽首都圏軽自動車運送協同組合神奈川県支部、日本建築家協会関東甲信
越支部神奈川地域会、神奈川県建築士事務所協会横浜支部、横浜市建築士事
務所協会、横浜市建築設計協同組合、神奈川救助犬ネットワーク、神奈川救助犬
訓練士協会、災害ボランティアバイクネットワーク関東神奈川県支部、横浜市管工事
協同組合、横浜市アマチュア無線非常通信協力会港南区支部 

109 

市民組織・ボランティア等の各
種 団 体 

横浜市国際交流協会、セイフティ-ネットプロジェクト横浜、CITYNET横浜プロジェク
トオフィス、日野中央スマイリングパ-トナ-、NECフィールディングス、横浜市港南国際
交流ラウンジ 

81 

横 浜 市 港南区役所、港南消防署、消防局、水道局、総務局、建築局、経済局、医療局健康福祉局、環境創造局、資源循環局、港南土木事務所、市民局、国際局 175 

医 療 関 係 横浜市立大学附属市民総合医療センター、済生会横浜市南部病院 
港南区医師会 14 

来 場 者 等 一般来場者 760 

九 都 県 市 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市 

合 計 1873 

来 賓 関 係 政務・総務・財政委員会、減災対策推進特別委員会、港南区選出議員（県議、市議） 
協力・企業・団体等 54 

視 察 者 各区局長等 19 

地域住民 

（600人） 

行政機関 

（83人） 

指定公共機関 

（47人） 

指定地方公共機関 

（4人） 

協定締結機関 

（109人） 

市民組織・ボランティア

等の各種団体（81人） 

横浜市の各組織 

（175人） 

医療関係 

（14人） 

●H 2 9総合防災訓練参加者割合 
一般来場者数除く（総数 1,113人） 

総 数 69機関 1 , 9 4 6 人 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【カテゴリ：商品、人物の説明】実施事項の細目や反響、完成した商品といった事例の報告に適したスライドです。四つの事例が報告できます。



横浜市総合防災訓練 

実 時 間 訓 練 項 目 訓 練 内 容 

第
１
ス
テ
ー
ジ 

10:20
～

10:40 

シ ェ イ ク ア ウ ト訓練  地震発生時の安全行動 

避難・救出救護訓練  避難訓練、安否確認、救出、応急手当 

初 期 消 火 訓 練  初期消火（消火器、スタンドパイプ式 
        水バケツリレー） 

シェイクアウト訓練（ドローンから撮影） シェイクアウト訓練（安全行動をとる参加者） 

水バケツリレー（日野中央高等特別支援学校+横浜南陵高校） 水 バ ケ ツ リ レ ー 

訓練用消火器による訓練（地域） スタンドパイプ式消火器具による訓練（地域） 

第 1 ス テ ー ジ 訓 練 想 定 
倒 壊 家 屋 に 数 名 の 逃 げ 遅 れ が あ り 、 
また逃げ遅れた人の中に支援を必要とする住民
がいる。 



訓練の状況 

横浜市総合防災訓練 

シェイクアウト訓練（ドローンから撮影） シェイクアウト訓練（安全行動をとる参加者） 

水バケツリレー（日野中央高等特別支援学校+横浜南陵高校） 水 バ ケ ツ リ レ ー 

訓練用消火器による訓練（地域） スタンドパイプ式消火器具による訓練（地域） 

実 時 間 訓 練 項 目 訓 練 内 容 

第
２
ス
テ
ー
ジ 

10:40～11:00 

緊急交通路確保訓練 交通規制等 

道 路 啓 開 訓 練 道路上の障害物除去 

ラ イ フ ラ イ ン 復旧訓練 ガス管、水道管復旧訓練 

応急危険度判定訓練 応急危険度判定士による倒壊建物判定作業 

救 援 物 資 輸 送 訓 練 救援物資の搬送、受入訓練 

道 路 啓 開 訓 練 （ 建 設 業 協 会 ） 道路啓開訓練（土木事務所+建設業協会） 

ライフライン復旧訓練（東京ガスによるガス管の復旧） ライフライン復旧訓練（横浜市管工事協同組合による水道管復旧） 

応急危険度判定訓練（応急危険度判定士による作業） 応 急 危 険 度 判 定 訓 練 （ 判 定 結 果 の 明 示 ） 



横浜市総合防災訓練 

スタンドパイプ式消火器具による訓練（地域） 

実 時 間 訓 練 項 目 訓 練 内 容 
第
２
ス
テ
ー
ジ 

10:40～11:00 救 援 物 資 輸 送 訓 練 救援物資の搬送、受入訓練 

九 都 県 市 か ら の 救 援 物 資 受 入 
（日野中央高等特別支援学校生徒による物資の受入） 

九 都 県 市 か ら の 救 援 物 資 受 入 
（日野中央高等特別支援学校多目的教室） 

救 援 物 物 資 の 輸 送 訓 練 
（港南区内各地域防災拠点への搬送） 

救 援 物 資 の 輸 送 訓 練 
（港南区内の地域防災拠点への仕分け作業） 

訓 練 会 場 へ の 救 援 物 資 の 配 布 
（日野中央高等特別支援学校） 

訓 練 会 場 で の 積 替 え 作 業 

九 都 県 市 か ら の 救 援 物 資 受 入 
（協定に基づく各都県トラック協会による荷物搬送） 



横浜市総合防災訓練 

シェイクアウト訓練（安全行動をとる参加者） 

水バケツリレー（日野中央高等特別支援学校+横浜南陵高校） 水 バ ケ ツ リ レ ー 

訓練用消火器による訓練（地域） スタンドパイプ式消火器具による訓練（地域） 

実 時 間 訓 練 項 目 訓 練 内 容 

第
３
ス
テ
ー
ジ 

11:00～11:40 

情 報 収 集 伝 達 訓 練 被害情報の収集、情報伝達 

救 出 ・ 救 助 訓 練 倒壊家屋、事故車両、中層建物から救出 

医 療 救 護 訓 練 トリアージ訓練、災害医療訓練 

火 災 防 御 訓 練 中層建物への一斉放水 

情 報 収 集 活 動 
（消防機動二輪隊+陸上自衛隊偵察部隊） 

各救助機関によ る捜索活動 災 害 救 助 犬 に よ る 捜 索 活 動 

ト リ ア ー ジ ポ ス ト 設 営 
（日本赤十字神奈川県支部救護班） 陸上自衛隊第31普通科連隊による活動） 

第 3 ス テ ー ジ 訓 練 想 定 
倒壊家屋に10名の逃げ遅れがあり、 
また救助活動中、中層建物から出火する。 



横浜市総合防災訓練 

水バケツリレー（日野中央高等特別支援学校+横浜南陵高校） 水 バ ケ ツ リ レ ー 

訓練用消火器による訓練（地域） スタンドパイプ式消火器具による訓練（地域） 

中層建物か ら の救出 
（特別高度救助部隊） 

倒 壊 家 屋 か ら の 救 出 
（神奈川県警察P-REX） 

倒壊家屋1階建てからの救出 
（陸自第31普通科連隊） 

がれき埋没車両からの救出 
（ 西 谷 特 別 救 助 隊 ） 

救 助 （ 吊 り 上 げ ） 活 動 
（神奈川県警察 P - R E X） 

捜索救助活動に向かう陸上自衛隊 
（ 第 3 1 普 通 科 連 隊 ） 

中 層 建 物 救 助 活 動 
（特別高度救助部隊+野庭特別救助隊） 

ドローン、ヘリコプターを活用した情報収集活動 
（ 横 浜 市 消 防 局 ド ロ ー ン ） 



横浜市総合防災訓練 

水バケツリレー（日野中央高等特別支援学校+横浜南陵高校） 

訓練用消火器による訓練（地域） スタンドパイプ式消火器具による訓練（地域） 

災 害 医 療 活 動 

ト リ ア ー ジ ポ ス ト 
（担当：日赤神奈川県支部救護班） 

応 急 救 護 所 の 運 営 
（ 担 当 ： 港 南 区 医 師 会 

済生会横浜市南部病院） 
横浜救急医療チームの活動 

（横浜市立大学附属市民総合医療センター） 

航空救助活動 
（神奈川県警察航空隊） 

航空救助活動 
（横浜市消防局航空隊） 

火災防御訓練（一斉放水） 
（港南消防署+港南消防団） 

総合防災訓練に参加した防災関係機関 

林 文子横浜市長 

総 合 防 災 訓 練 講 評 



横浜市総合防災訓練 

スタンドパイプ式消火器具による訓練（地域） 

展 示 ・ 体 験 ブ ー ス 
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医 療 局 東京ガス 
環境創造局 
資源循環局 

危機管理室 

消 防 局 
港南消防署 

煙体験ハウス 



横浜市総合防災訓練 

水バケツリレー（日野中央高等特別支援学校+横浜南陵高校） 

訓練用消火器による訓練（地域） スタンドパイプ式消火器具による訓練（地域） 

その他の訓練（弾道ミサイルを想定した避難訓練・市民啓発ブース） 

総 合 防 災 訓 練 講 評 

本年度、北朝鮮による弾道ミサイルの発射が懸念される中、より一層市民の理解を促進する必要があることか
ら、神奈川県と共同して訓練を実施しました。この訓練では、Jアラートの警報音の後、「ミサイル発射。頑丈な
建物や地下に避難してください」等の音声情報が放送され、参加者が身を低くしたり、地面に伏せる姿勢をと
るなど身を守る行動を確認しました。 

Jアラート警報音の後 
避 難 行 動 訓練参加者による避難行動 
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